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４．授業実践 

ＤＫＭとして，以下の４つの博物館を開設し，本システムの有効性および問題点を明らかにした。紙面の都

合によりここでは一実践のみ紹介する。 

◎高知市立第四小学校の実践から 

 「龍馬の生まれた町博物館」（「龍馬博物館」）では，地域のよさを伝えたという思いから，校区である上町で生まれ育っ

た坂本龍馬に関することやそれにまつわる人や場所に関すること，また地域の素晴らしさに関することなどを含めて，全

部で 12のテーマが決定した。さらにそれぞれを 16個の「準備室」として立ち上げ，そこに子どもたちが作った作品を載

せていくこととなった。実際の支援は，主に「バーチャル学芸員」である鳴門教育大学の学部生がアドバイスを書き込み，

博物館としての展示物の質を高めていくことをねらいとして行われた。 

 

 

 

 

５．有効性の検討 

 システムの有効性を検討するために，協力校の児童および鳴門教育大学の学部生へのアンケート調査と協力校の教師の

コメントによる評価を行った。調査項目として，児童においては DKM システムの授業場面で活用することの適切性，「学芸

員」とのコラボレーションの有効性，教師についてはシステム導入の利点，操作性，児童への指導場面などである。 

 児童への調査の結果，操作性に関しては，おおむね「使いやすい」と答えているが，初期段階においてはシステムのイ

メージをつかみにくく，操作に不安を感じた者もいたようである。「学芸員」とのコラボレーションに関しては，ほとんど

の児童が「学芸員」からのアドバイスの有効性を認め，よりよい作品を仕上げていくことへのはたらきかけに対して喜び

を感じている。当初，心配していた面識のないものからのアドバイスを受けることについても，素直に受け入れられてい

た様子が見られる。「見やすく色を変えるのも大事だけど，内容が一番大事なんだなぁ」や「違う視点，お客さんの立場，

アドバイザー的な役割をしてもらい感謝しています」などのコメントからもそれがうかがえる。 

 教師に関しては，本システムを導入したことについて，教育用ネットワークの設定変更が生じるシステムのため，導入

時の調整に時間を要したことへのマイナスイメージを言及するものが見られた。教師一人でこれらの連絡調整を行うこと

に対する不安を取り除くためにも，柔軟なネットワークセンター運用が期待される。 

 

６．まとめと課題 

 システム自体は予定通りに開発が進んだものの，昨今のコンピュータウイルスの影響による協力校のネットワーク環境

の問題解決のために多くの時間と労力を要し，授業実践におけるシステム活用が遅れた。鳴門教育大学の院生・学部生の

「管理人」「学芸員」としての支援を受け，４つの博物館の各「準備室」は有効に機能したが，活用開始時期の遅れの影響

と子どもたちのこだわりから，「展示室」に関しては未完成部分が残り，「展示室」の内容・表現についての評価・改善お

よび Web 上での公開を十分に行うことができなかった。しかし，システム活用の過程において，その改善のための形成的

な評価データを得ることができたので，システム開発に関する当初の目的は十分に果たしたと考えられる。また，学部生

はネットワークを通して継続的に子どもたちの学習活動を支援できたことにより，通常の教育実習では得られない学びを

行うことができた。 

博物館の種類 防災博物館 龍馬博物館 森林博物館 萩博物館 

授業実践校 
高知市立大津小学校 

芦屋市立精道小学校 

高知市立第四小学校 高知市立旭東小学校 萩市立明倫小学校 

概要 

災害に強いまちづくり

について調べたことを

博物館に。 

地元出身の坂本龍馬に

ついて調べ，「Web 坂本

龍馬博物館」を作成。 

高知産の木材を活用し

たものづくりについて

調べ，博物館に。 

萩のまちのこころを写

真に撮り，「こころ写真

館」を設立。 

図３ 子どもたちの作品の変容 

初期の作品      書き込みされたアドバイス      変更された作品 

図２ 期待と不安で

初めて書き込み画面

を見る子どもの様子 


